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 板状土偶の顔表現 
― 縄文中期初頭の美意識 ― 
水沼 和夫† 
Ausdruck des Gesichts der Flachdogū  






   Fast alle von den über 2 000 Dogū, die bisher aus der Ausgrabungsstätte Sannaimaruyama in Aomori 
ausgegrabt worden sind, sind Flachdogū, die hauptsätzlich aus der Mittlern Jōmon-Zeit stammen und flache 
kreuzige Form haben. Manche Flachdogū von ersten Periode haben ihren Gesicht nicht an der Spitze des 
Kreuzes, sondern mitten auf dem Brust. In dem lebendigen Ausdruck kann man eine natürliche und 
freimütige Lust zur ästhetischen Bildung in der Jōmon-Zeit erkennen. In der folgenden Notizt sollte mit 
Hilfe von kulturgeschichtlichen und sozialbiologischen Erfolgen allgemeine Bewertung dieser Flachdogū 
als Kunstwerk versucht werden. 
 


















2. 土偶の顔表現  
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圧」がその目印となる。顔表現として筆者が 第  
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
  図 1 三内丸山遺跡出土「青森県教育庁文化財 
保護課」所蔵 
 
図 3 青森市内出土 「国立歴史民俗博物館」所蔵 
 
 
図 5 石神遺跡出土 「つがる市森田歴史民俗
資料館」所蔵（国重文）

  図 2 三内丸山遺跡出土「青森県教育庁文化財保 
           護課」所蔵 
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図 6 三内丸山遺跡出土 「青森県教育庁 
文化財保護課」所蔵 
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現時点（2015 年 12 月）で最も蓋然性がある
と思われる時代区分の例としては、Wikipedia
での「縄文時代2.時代区分」が、草創期（約 1
万 5000 ～1万 2000年前）、早期（約 1万 2000  
～7000 年前）、前期（約 7000 ～5500 年前、）、
中期（約 5500 ～4500年前）、後期（約 4500 ～
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要 旨 
青森市の三内丸山遺跡からは、これまでに 2000 体以上に上る土偶が出土しているが、それ
らのほとんどは主に縄文中期に用いられていた、平たい十字型をなす板状土偶である。それら
の初期のものには、顔表現が頭部にではなく胸部に施されているものが多くみられる。その生
き生きとした顔表現からは縄文時代における自然で自由な美的造形への喜びを見て取ることが
できる。この研究ノートは、これら板状土偶について、文化史的、社会生物学的成果を援用し
て、芸術品としての普遍性を指摘することを試みる。 
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